
     
    東日本大震災における本県の対応について 

被災地支援 

・岩手県へ派遣：保健師  １人（心のケア） 

        事務職  １人（介護等保健福祉関係申請受付） 

・福島県へ派遣：事務職  ８人（原子力損害賠償、健康管理調査、仮設住宅付帯設備補助、仮設住宅工事契約） 

        土木職  ３人（災害復旧工事の設計、現場監督） 

           建築職  １人（公営住宅復旧） 

        設備職  １人（公営住宅復旧）   

        農業職  １人（放射線検査結果資料作成） 

        化学職  ２人（環境回復（除染）活動、災害廃棄物処理） 

・宮城県へ派遣：事務職  １人（老人福祉施設復旧支援） 

        福祉職   １人（子どもの心のケア）                               延べ派遣者数５２０人 

災害対策本部総合調整班 

8141 

避難民の受入 

《既受入者》  4,813人（主な内訳：旧騎西高校 597人、公営住宅等 565人、民間借上住宅（県）2,830人） 

《児童生徒の受入》  1,083人（小学校 638人、中学校 264人、高校 175人、特別支援 6人 1月 19日現在） 

《県営住宅等の提供》  132戸 346人入居（1月 19日現在） 

福祉監査課   3440 

教育局総務課 6615 

住宅課      5564 

観光課      3957 

就業支援 ・避難所訪問箇所数 延べ 74箇所  ・就業相談窓口（就業支援課） 相談件数 241件 就業者数 293人（1月 19日現在） 就業支援課   4534 

原子力発電所事故 

《福島第１原発》 １・２・３号機：原子炉への循環注水冷却を実施中 

                 使用済み核燃料プールの循環冷却装置が稼働中 

                 原子炉内へ窒素封入中  

                          ２号機：格納容器内のガス管理システムが稼働中 

                 ４号機：使用済み核燃料プールの循環冷却装置が稼働中 

                    ５・６号機：安定停止状態  

※内視鏡を使って２号機の格納容器の内部の状況を調べたところ、壁や配管の一部は撮影できたものの、湯気や放射線の影響で画像が不鮮明

であり、水面など詳細な確認はできなかった。（1月 19日） 

※第１原発の原子炉データを、国の原子炉監視システムに送信する装置の非常用電源が、震災４ヶ月前の工事で取り外されたまま放置されて

いたため、監視システムにデータを送信できず、事故状況の予測に活かすことができなかったことが判明。（1月 20日） 

環境政策課   3018 

温暖化対策課 3042 

危機管理課   8131 

危機管理防災部危機管理課調整担当 8121 
  問合せ先０４８－８３０－○○○○ 

   ○○○○は担当課の４けたの番号をダイヤルしてください。 （１月２０日 １２時現在） 


